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研究成果の概要（和文）：社会脳(social brain)の動作メカニズムを前頭・頭頂・側頭葉などと、そのネットワ
ークの働きから解明し、健全で豊かな社会脳の働きとその適応障害の仕組みを探求した。複数の被験者が協調し
て課題を達成する際の社会脳のダイナミックな相互作用を観察できる革新的なハイパースキャニング
（hyperscanning）法などを導入し、「複数の脳がひとつの心」になる過程を機能的近赤外分光法（fNIRS）等を
中心に検討した。同時に、機能的磁気共鳴画像法（fMRI）などの脳イメージング法によって適応不全をもつ社会
性疾患の患者を社会脳ネットワークの機能不全から検討し、適応障害の予防や改善の方法を検討した。

研究成果の概要（英文）：We have elucidated the operating mechanisms of the social brain, including 
the frontal, parietal, and temporal lobes, and their networks, and explored the healthy and rich 
functioning of the social brain and the mechanisms of its adaptive disorders. For this purpose, we 
introduced the innovative hyperscanning (hyperscanning) method, which enables us to observe the 
dynamic interaction of the social brain when multiple subjects cooperate to accomplish a task, and 
examined the process of "multiple brains becoming one mind," mainly using functional near-infrared 
spectroscopy (fNIRS). At the same time, we examined social disorders such as schizophrenia from the 
perspective of dysfunctional social brain networks using brain imaging methods such as functional 
magnetic resonance imaging (fMRI), and investigated ways to prevent and improve adjustment 
disorders.

研究分野：実験心理学

キーワード： 社会脳　ハイパースキャニング　複数脳の協調的融合　機能的近赤外分光法(fNIRS)　機能的磁気共鳴画
像法（fMRI）

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
自己や他者と社会を結ぶのが「社会脳」である。社会適応を育む健全で豊かな社会性は社会脳の働きとその仕組
みを検討することで可能となる。社会脳と呼ばれる新たな学問は、心理学をはじめとする人文社会科学との協働
が必須であるため研究が遅れている。社会脳は、他者と協調する過程を通して豊かな社会性を生み出す心の働き
をもつ。古代ギリシャの哲学者ソクラテスは自己自身を知れと述べ、またアリストテレスは、人間を社会的動物
であると述べている。社会的相互作用を通して、自己を知り他者を理解すること、あるいは健常者と社会適応不
全の人々の心の比較を通して協調する心の脳内基盤を検討することは大きな社会的、学術的意義をもっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

脳というわずか 1.5 リットルの小宇宙は 1000 億の膨大な神経細胞（ニューロン）が

広域のネットワークを形成し、ヒトに固有な認知的あるいは社会的意識を形成し、適応

的な行動を生みだしている。動物を用いた脳の研究は著しく進展したが、社会適応、文

化、道徳や宗教などを担うヒトの「社会脳(social brain：以下 SBと略)」の研究は、

人文社会科学との協働が必須であるため研究が大幅に遅れている。社会は自己と他者が

協調することで進化発展し、豊かな社会性を育んできた。社会が複雑になるにつれて社

会性を育む脳の前頭葉の体積が増加してきたと考えられる（社会脳仮説）。 

SB は、豊かな社会性を生み出す重要な働きをもつ。古代ギリシャの哲学者、ソクラ

テスは自己自身を知れと述べ、またアリストテレスは、人間を社会的動物であると述

べている。自己を知り他者を理解することで、自己と社会を結ぶのが SB である。自

己を知る脳や他者を理解する脳の働きは、前頭葉の内側、外側面や、注意の維持とか

かわる頭頂葉の働きと協調して、社会脳ネットワークを形作っていることが最近のヒ

トの脳の広域脳ネットワークの先端研究で明らかになってきた。SB の探求には、新し

い人文社会科学、先端脳科学や情報学等が融合した融合社会脳科学が必要とされてい

る。すでに、日本学術会議でも提言「融合社会脳研究の創生と展開」（平成 29 年）が

発出され、この新たな学問分野の開拓の重要性が指摘されている。 

 

目的の達成行動には意識的な注意の実行系が関与するワーキングメモリネットワーク

(WMN)が働くが、目的がなく脳が休んでいる時にも無意識で活動するデフォールトモー

ドネットワーク(DMN)などが見出されている。何もしていない時も脳は活動を停止して

いるのではなく、他者や自己さらに社会をめぐって様々な想像を思いめぐらせ、活発

に働いていることが resting-state 状態の脳活動の計測から明らかになっている。WMN

が前頭葉皮質の外側面と頭頂葉の連携で作動しているのに対して、DMN は反対に前頭

葉皮質の内側面を中心に作動していることもわかってきた。大まかな捉え方をすれ

ば、WMN と DMN がいわば外的適応と内的適応を担っていると推定される。つまり、自

他の認識やそのメタ認識は DMN を中心とした社会脳ネットワークが関わっていると考

えることができる。 

 

２．研究の目的 

(1) このような研究の進展を背景として、まず、SB の研究をさらに、二人の被験者

が合唱（WMN の働きを含む）などの協調活動を通してソーシャル・インタラクション

（社会的相互作用）させた場合の脳活動を検討した。人々は社会環境の変化に適応し

て生き残るため協力してきたが、協力を導く共感意識の形成過程とその脳内機構は未

解明である。ヒトはなぜ協力するのか？その理由は、志向性の共有、つまり自他間で

一つの目的の達成に向けて、意図を共有し心を接続し合うことにあると考えられる。

例えば、古代から祭祀における踊りや共に歌うことは人々に身体的共感や音声的同調

のリズムの共有を生み、複数の人々に共感や協調、そして社会性の心を育んだと考え

られる。協調行動下での二人の脳活動の時間的同期がどの様に脳内で調整されている

かという問題である。自他が新たな協調的適応行動に向けて動きはじめると、互いの



心を創発的に協調させ、支え合い、さらには豊かな社会性を育む脳の働きにも展開し

てゆくと推定される。このような研究のアプローチには、体を動かしても脳活動が非

侵襲的に測定できる脳イメージング法として機能的近赤外分光法(fNIRS)が向いてい

る。二名の実験参加者を対象とした fNIRS による同時的ハイパースキャニングがこの

目的に最適であると考えられる。 

(2)以上のような二人のインタラクションを介したダイナミックな協調行動の検討と

並行して、特定の課題負荷のもとで単独の個人及び社会的適応不全者が示す脳活動の

観察も SB研究に資することは明らかである。単独の健常者や適応不全者の社会脳活動

を比較検討し、豊かな社会性を導く SB の活動を阻む社会的適応不全の脳内メカニズム

も同時に検討される必要がある。 

研究開始当初の背景には、スマート社会(Society5.0)、つまり現代の高度情報化社

会における自己と他者、あるいは社会の間に生じているストレスを生みだす社会問題

がある。現実社会と仮想社会の融合がもたらすストレスもこれに含まれよう。一般的

には、社会的適応不全の例として、いじめ、引きこもり、依存症（プロセス依存症を

中心とするスマホやゲーム依存症）があり、さらに、統合失調症、自閉スペクトラム

症、軽度認知症を含む適応不全の予防や改善の方法を探ることも健全な SB の回復（レ

ジリエンス）の手立てとして重要である。 

 

３．研究の方法 

(1) 目的(1)では、二人の被験者が協力して行うソーシャル・インタラクションをさせ

る方法として独自に工夫した研究技法であるハイパースキャニングを用いた。この方法

では、共通の目標を追求する手立てとしてソーシャル・インタラクションを取り入れ、

その間の相互の脳の活動を fNIRS を用いて検討した。これによって協力・協調行動にお

ける相互の脳のダイナミックな活動をリアルタイムで計測することが可能となる。この

方法によって、自己と他者間の複数の脳が協調行動を通して次第に時間的に同期し協調

のリズムが形成されてゆく様相が観察できると思われる。 

(2) 目的(2)では、単独の健常者及び社会適応不全者を対象に SBと関わる様々な課

題のもとでの脳活動を観察した。ここでは、機能的磁気共鳴画像法（fMRI）、経頭蓋直

流刺激法(tDCS)、脳波などの脳イメージング法によって社会性を担う脳内ネットワー

クを解明することを目指した。 

 

４．研究成果 

(1)研究方法(1)で述べたように、二名の実験参加者を対象とした fNIRS による同時的ハ

イパースキャニングによって、合唱などの協調課題を行う際の脳の同期的活動を観察し

た。その結果、脳活動のウェーブレット・コヒーレンス相関法（WTC）による時系列と

脳の領域ごとの血流に反映された脳活動の解析により、同期的活動には前頭葉下部領域

がかかわることなどが判明した。 

(2) 研究方法(2)で述べた様々なイメージング技法を用いて、単独の健常者及び社会適

応不全者を対象に SB と関わる様々な課題のもとでの脳活動を観察し fMRI 等による検

討では、自己意識とかかわる自己参照課題では DMN の一部を形成する内側前頭前野の活

動が認められ SB と DMN の関りが示唆された。脳の灰白質の体積が社会適応不全と関わ

ること、前頭葉内側面が自己認識や顔の記憶と関わること、ギャンブルにおける SB の



役割がリスク評価や報酬系と関わること、パーキンソン症が側頭・頭頂接合領域の働き

と関連することなどが明らかとなった。統合失調症では注意や意思決定の過程で SB が

一定の役割をもつこと、また、灰白質体積の減少にも文化差による影響があること、対

人恐怖症や社会不安症などの患者が認知的共感の減少を示すことが fMRI を用いた研究

で示された。自己と他者が SB 内でどのように脳内表現されているかについても考察さ

れた。以上のほかにも、自閉スペクトラム症、軽度認知症などの社会適応不全の予防や

改善の方法が示唆された。 

以上から、SB は自己と社会を結び、豊かな社会性を生み出す重要な働きをもつこと

が明らかになった。分野融合を踏まえた融合社会脳の基礎研究とその展開研究を通して、

健全な社会性の回復が可能となり、活き活きとした協調的で創造的な社会を創生するた

めにも SB の基礎的及び展開研究が必要とされていることが分かった。詳細は発表され

た論文、学会発表及び図書を参照されたい。 
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 ２．論文標題  ５．発行年
視覚刺激に対する嗜好性と前頭葉眼窩部の関与

Brain and Nerve（神経研究の進歩） 711-722

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
船橋新太郎 67
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
実行機能と前頭連合野の関与

心理学評論 55-71

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
船橋新太郎 58
 １．著者名

10.1186/s40064-015-0940-8

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The impact of baby schema on perceived attractiveness, beauty, and cuteness in female adults.

Springer Plus 164

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kuraguchi, K., Taniguchi, K., & Ashida, H. 4
 １．著者名



2015年

2015年

2015年

2015年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
巻頭言　前頭連合野研究とワーキングメモリ仮説

日本神経回路学会誌 1-2

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
船橋新太郎 22
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
書評　小野武年著『情動と記憶-しくみとはたらき』

比較生理生化学 49

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
船橋新太郎 32
 １．著者名

10.1007/s12264-015-1516-2

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A step forward in the understanding of prefrontal cortical functions.

Neuroscience Bulletine 161-163

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Li, B.-M., & Funahashi, S. 31
 １．著者名

10.7875/first.author.2014.037

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
二重課題の神経生物学-二重課題干渉効果と前頭連合野の役割

霊長類研究 87-100

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
渡邉慶, 船橋新太郎 31
 １．著者名



2015年

2015年

2015年

2015年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1016/j.cobeha.2014.07.004

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Primate model of interference control.

Current Opinion in Behavioral Sciences 9-16

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Watanabe, K. and Funahashi, S. 1
 １．著者名

10.1162/jocn_a_00718

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Modulation of alpha activity in the parieto-occipital area by distractors during a visuospatial
working memory task: a magnetoencepharographic study.

Journal of Cognitive Neuroscience 453-463

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ichihara-Takeda, S., Yazawa, S., Murahara, T., Toyoshima, T., Shimozaki, J., Ishiguro, M.,
Shiraishi, H., Ikeda, N., Matsuyama, K., Funahashi, S., & Nagamine, T.

27
 １．著者名

10.3389/fnsys.2015.00002

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Functions of delay-period activity in the prefrontal cortex and mnemonic scotomas revisited.

Frontiers in Systems Neuroscience 2

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Funahashi, S. 9
 １．著者名

10.1016/j.jneumeth.2015.03.006

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A dual-task paradigm for behavioral and neurobiological studies in nonhuman primates.

Journal of Neuroscience Methods 1-12

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Watanabe, K., & Funahashi, S. 246
 １．著者名



2016年

2016年

2016年

2015年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.3389/fpsyg.2015.01811

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
How two brains make one synchronized brain in the inferior frontal cortex.

Frontiers of Psychology 1-11

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Osaka, N., Minamoto, T., Yaoi, K.,Azuma, M.,Shimada, Y., Osaka, M. 6
 １．著者名

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
デフォールトモードネットワーク

Clinical Neuroscience 668-670

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
苧阪直行 34
 １．著者名

10.1176/appi.neuropsych.15070159

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Corpus callosum pathology as a potential surrogate marker of cognitive impairments in diffuse
axonal injury.

Journal of Neuropsychiatry and Clinical Neurosciences 97-103

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Ubukata, S., Ueda, K., Sugihara, G., Yassin, W., Aso, T., Fukuyama, H., & Murai, T. 28
 １．著者名

10.1080/13803395.2015.1094027

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Disturbance of time orientation, attention and verbal memory in amnesic patients with
confabulation.

Journal of Clinical and Experimental Neuropsychology 171-82

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ubukata, S., Ueda, K., Sugihara, G., Yassin, W., Aso, T., Fukuyama, H., & Murai, T. 38
 １．著者名



2015年

〔学会発表〕　計50件（うち招待講演　11件／うち国際学会　19件）

2018年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本心理学会第82回大会

電子情報通信学会ヒューマンコミュニケーション基礎研究会

Psychonomic Society 59h Annual Meeting（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

塩川史崇・上田竜平・蘆田宏

塩川史崇・上田竜平・蘆田宏

Osaka, M., Kaneda, M., Azuma, M., Yaoi, K., & Osaka, N.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

同性ライバルの外見的魅力に基づく配偶者選択行動の調整

競合する同性の外見的魅力に基づく異性へのアプローチの調整 ～ マッチングアプリ的場面での検討～

Group differences of working memory capacities in the resting state

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Neural synchronization during cooperated humming: A hyperscanning study using fNIRS.

Procedia- Social and Behavioral Sciences 241-243

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Osaka, N., Minamoto, T., Yaoi, K., Azuma, M., Osaka, M. 126
 １．著者名



2018年

2018年

2019年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本心理学会第83回大会（招待講演）

日本視覚学会2018年冬季大会

The 4th Asia Color Association Conference（国際学会）

日本心理学会第82回大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Osaka, N., Ikeda, T., & Osaka, M.

坪見博之

苧阪満里子

 １．発表者名
藏口佳奈・谷口康祐・蘆田宏

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

ワーキングメモリトレーニングと流動性知能

ワーキングメモリの概念と測定化

顔に向けられる視線傾向の調整要因―魅力・呈示位置・経時的変化の検討

 ４．発表年

 １．発表者名

Neural Correlates of Color Harmony



2017年

2018年

2018年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Vision Science Society Annual meeting（国際学会）

補聴と聴覚活用研究会サマーフォーラム 2018 in 横浜（招待講演）

The 4th Asia Color Association Conference

International Congress of Psychology (ICP2016)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Tsubomi, H., Fukuda, K., & Vogel, E. K.

苧阪満里子

Osaka, N., Ikeda, T., & Osaka, M.

 ４．発表年

 ４．発表年

Osaka, N

Executive functions of working memory control an access consciousness: An NCC approach,

Protection against interference limits visual capacity to three items independent of retention interval.

ワーキングメモリと言語理解

Neural Correlates of Color Harmony

 ４．発表年

 ４．発表年



2016年

2016年

2016年

2016年

International Congress of Psychology (ICP2016)（招待講演）（国際学会）

ECVP2016（国際学会）

日本学術会議「自己を知る脳・他者を理解する脳―融合的アプローチによる社会脳研究の魅力―」

CiNET talk

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Osaka, N.et al.

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Aesthetics of art in cognitive psychology and neuroscience(orgaziner K.Miura):

Neural correlates of color working memory: An fMRI study.

融合社会脳科学の展望―脳の中の」自己と他者

How two brains make one synchronized mind

Osaka, N.

Osaka, N. ,Ikeda, T., Osaka, M.

苧阪直行



2016年

2016年

2016年

2016年

SFN 2016 meeting（国際学会）

Psychonomic Meeting 2016（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Osaka, N.Minamoto, T., Yaoi, K.,Azuma, M.,Osaka, M

Osaka, M., Yaoi, K., Minamoto, T., Azuma, M., & Osaka, N.

福山秀直

福山秀直

 ３．学会等名

第8回Neuroimaging Seminar

第9回神経機能回復セミナー

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Inhibitory effect of OFC during emotional complex span task of working memory: An fMRI study

神経変性疾患の画像診断

大脳皮質野の可塑性―resting state fMRIによる検討―

Hyperscanning study on synchronized singing between two people using fNIRS

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

認知症サポート医・相談医フォローアップ研修

International Symposium on Applied Brain Science（国際学会）

ICP2016（国際学会）

ICP2016（国際学会）

Ueda, R., Yanagisawa, K., Ashida, H., & Abe, N.

福山秀直

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Why do some people engage in immoral love? : Insights from neuroim- aging and implicit association test.

認知症の早期診断～画像診断などを中心にして～

Cryogen-free 3T-MRI System for Human Brain Research using Bi 2223 High-Temperature Superconducting Taps

Inversion effect on facial beauty.

 １．発表者名

 １．発表者名

Fukuyama.H

Kuraguchi, K. & Ashida, H.



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Lin, Y-Y., Miyoshi, K., & Ashida, H.

上田竜平・柳澤邦昭・蘆田宏・阿部修士.

Tsubomi, H.

船橋新太郎

 ３．学会等名

 ３．学会等名

ECVP 2016（国際学会）

関西心理学会第128回大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The Influence of Detailed illustrations on Comprehension Monitoring and Positive Emotions.

浮気欲求への抵抗：潜在的・顕在的抑制機能の認知的説明

Efficiency of selecting and excluding visual working memory representations depends on the stage of selection

「二兎を追う者は一兎をも得ず」の神経機構を考える

 １．発表者名

31st International Congress of Psychology（国際学会）

第13回NBR公開シンポジウム（招待講演）



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第14回日本ワーキングメモリ学会大会（招待講演）

第14回日本ワーキングメモリ学会

Society for Neuroscience Meeting (Neuroscience 2016)（国際学会）

5th Workshop on the Computational Properties of the Prefrontal Cortex.（招待講演）

柴田柚香、小川詩乃、船曳康子、正高信男、船橋新太郎

Tanaka, A. and Funahashi, S.

Funahashi, S.

船橋新太郎

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

左前頭葉腫瘍を摘出した児童の行動特徴の検討

Persistent activity of prefrontal neurons as a source of confidence in working memory.

Prefrontal neural network predicts animal’s decision in a free-choice condition.

自由選択条件下での意思決定とワーキングメモリ

 １．発表者名



2016年

2017年

2017年

2017年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

AIC2017（招待講演）（国際学会）

International Symposium on Inter-Brain Communication（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Osaka, N.

 ２．発表標題

Mochizuki, K. and Funahashi, S

肥後克己・岡本尚子・苧阪満里子

Osaka, N., Minamoto, T., Yaoi, K., Azuma, M., & Osaka, M.

第39回日本神経科学大会

第15回日本ワーキングメモリ学会大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Hyperscanning on synchronized singing using fNIRS

Spatial representation and spike timing characteristics in primate prefrontal neurons

順序情報の保持と処理に関わる脳活動の変化

Mindfulness Zen meditation makes less cognitive conflict in the prefrontal brain under the Stroop color interference

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2015年

2015年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第17回日本ヒト脳機能マッピング学会

The 14th European Congress of Psychology

源健宏・苧阪満里子・苧阪直行

Osaka, N., Minamoto, T., Yaoi, K., Azuma, M., & Osaka, M.

源健宏・苧阪満里子・苧阪直行

Minamoto, T., Osaka, M., & Osaka, N.

第38回日本神経科学大会

45th annual meeting of the Society for Neuroscience

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

前部帯状回腹側部の活動から探る感情情報の注意資源特性－事象関連fMRIによる検討－

Two brains make one Mind: Hyperscanning study on synchronized singing/humming between two people using fNIRS.

前部帯状回腹側部の活動から捉える感情情報の注意資源特性：fMRI研究

Valence-general attentional resource for emotional information revealed by activation of the ventral part of the anterior
cingulate cortex.

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2015年

2015年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本学術会議　「脳とこころ」・「神経科学」・「脳と意識」分科会合同市民公開シンポジウム「求められる「脳とこころの科学」～教
育・医療・モノづくり～」（招待講演）

Association Internationale de la Couleur (AIC)（国際学会）

社会・技術の変容とアートの役割

同志社赤ちゃんセンター講演会

Ikeda, T., & Osaka, N.

苧阪直行

苧阪直行

苧阪満里子

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Neural basis of color harmony and disharmony.

視覚芸術の神経美学

ハイパースキャニングと歌行動

こころの発達とワーキングメモリー

 １．発表者名



2015年

2015年

2015年

2015年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

関西心理学会シンポジウム講演

日本基礎心理学会特別講演

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

苧阪直行

苧阪直行

苧阪直行

苧阪直行

日本心理学会国際賞受賞講演

ニューロクリアティブ研究会

 ２．発表標題

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

社会脳から見た意識の仕組み

意識を生みだすワーキングメモリ

笑いと社会脳

京都大学文学部心理学古典機器博物館への招待

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

〔図書〕　計13件

2018年
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 ２．出版社
新曜社

苧阪 直行、越野 英哉
 １．著者名

社会脳ネットワーク入門

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．書名

 ５．総ページ数

 ４．発行年

第21回中部老年期認知症研究会（招待講演）

Psychonomic Society（国際学会）

Taiwan Society Of Clinical Neurophysiolgy（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

苧阪満里子

Osaka,N. Minamoto, T., Yaoi, K., Azuma, M., Osaka, M.

Fukuyama, H.

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

ワーキングメモリとその脳内機構

Zen meditator overcomes the Stroop interference: An fMRI study of access conscipousness.

Keynote: Optical imaging and cerebral blood flow



2018年

2018年

2017年

2018年

380

380

16

234ワールドプランニング

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

北大路書房

北大路書房

Springer, New York

源健宏・苧阪満里子

越野英哉・苧阪満里子・苧阪直行

K. Mochizuki and S. Funahashi

苧阪直行

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

言語性ワーキングメモリと脳（生理心理学と精神生理学　第III巻　展開，堀 忠雄、尾崎 久記、室橋 春
光、苧阪 満里子（編））

堀忠雄，尾﨑久記（監修），室橋春光，苧阪満里子（編集） 生理心理学と精神生理学　第III巻　展開

"Response inhibition" In Neurophenotypes: advancing psychiatry and neuropsychology in the
"OMICS" era. V. Jagaroo and S.L. Santangelo (eds.)

松田 修 (著) 最新老年心理学

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ５．総ページ数

 ４．発行年



2015年

2015年

2015年

2016年
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384新曜社

新曜社

コロナ社

Springer

 ２．出版社

苧阪直行編著

苧阪直行編著

苧阪直行共著

Osaka, M.

 ２．出版社

 ２．出版社

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

408

 １．著者名

 １．著者名

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

音と時間 (音響サイエンスシリーズ13)

Cognitive Neuroscience Robotics B: Analytic Approaches to Human Understanding
 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

ロボットと共生する社会脳―神経社会ロボット学― (社会脳シリーズ第9巻)

成長し衰退する脳―神経発達学と神経加齢学― (社会脳シリーズ第8巻)

 １．著者名

 １．著者名
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2022年
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276

203

257

244

Springer

Yaoi, K., Osaka, M., Osaka, N. (chapter 10)

苧阪直行編著

 ２．出版社

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 ４．発行年

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

 １．著者名

Osaka, N.

 ２．出版社

 ２．出版社

日本学術協力財団

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

 ５．総ページ数

The prefrontal cortex as an executive, emotional, and social brain

社会脳から心を探る

Brain, beauty and art: Essays bringing neuroaesthetics in focus

エンタテインメントの科学

苧阪直行

 ２．出版社

Oxford University Press

朝日出版

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名

 ３．書名
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村井　俊哉

(Murai Toshiya)

(30335286)
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京都大学・文学研究科・教授
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７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

共同研究相手国 相手方研究機関
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者

福山　秀直

(Fukuyama Hidenao)
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京都大学・充実した健康長寿社会を築く総合医療開発リー
ダー育成リーディング大学院・特任教授

(14301)


